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 は じ め に  

 

本アプリケーションの特色につきまして 

 

本アプリケーションは、2007年秋にリリースされた USMerit賃金 Ver3シリーズの最終版を改造した、

バンド型賃金専用バージョンです。 

今回は昇給管理ツールとして従来の段階号俸表を廃し、マトリクス昇給ガイドと役割等級バンドだけを

活用するバージョンとして発足します。 

従来の Ver3 シリーズでは一般社員層は段階号俸表で、来るべきＷＥ：ホワイトカラー・エグゼンプ

ション層はマトリクス昇給ガイドで対応する使い分けを想定しています。しかし、二つの昇給管理ツー

ルを管理して使い分けることが面倒なユーザ様に配慮して、2009年夏から新たにバンド型賃金専用バー

ジョンを追加する次第です。 

もとより本家の米国ではこの方式がスタンダードですから、弊社の US メリット賃金でも本流に位置

づけられるバージョンです。 

 

昇給管理ツールの細部につきまして 

 

 数年前に審議されて見送りになりましたが、ＷＥ（ホワイトカラーエグゼンプション）制度化の可否

に拘わらず、マトリクス昇給ガイドは今すぐ企業の賃金管理に役立つツールでありますが、これをアプ

リケーションに実装することは容易ではなく、そこに専用バージョンの真価があります。以下は昇給管

理ツールの細目です。 

 

１．複数のマトリクス昇給ガイド 

通常は単一でも充分間に合いますが、企業規模と運用方針次第では、全ての社員を単一のマトリク

ス昇給ガイドで運用するには無理があります。したがって、本アプリケーションは複数以上のマトリ

クス昇給ガイドに対応しています。 
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２．バンドの数 

 次にバンドの数ですが、市販の解説書には常に３本のバンドで運用する書物があります。 

これも常に３本のバンドで運用するのは無理があるので、本アプリケーションは最大で９本のバンド

に対応しています。 

 

３．ゾーンの数 

 本アプリケーションは３ないし５のゾーンに対応しています。日本では３ゾーンが多く、米国では 

４ゾーンが多い傾向がありますので、何れのケースにも対応します。 

また、ミッドポイントから上は３ゾーンで下に２ゾーンという非対称型ゾーンにも対応します。 

 

４．評価段階について 

マトリクス昇給ガイド用に最大７段階、予備の評価用に最大７段階の登録ができます。 

 

【参考図書】 

なお、弊社ではバンド型賃金の開発に際して、次の市販書籍を研究しました。 

①肥後文雄「定昇のない業績賃金メリットペイ」2003 年 11月 15日 ㈱同友館 

②遠藤 仁「バンド型賃金制度導入の手順」2004年 9月 7日 ㈱中経出版 

  

 

 序章 インストール  

 

【省略】抄本に付き本章は一部省略しています。 

 

４．Main Menu画面 

 

 

 

１．メニューバーの項目は、左から順に以下の６つです。 

１．プロジェクト ··················· 企業の登録と管理 

２．データ入力 ····················· 社員の登録と管理 

３．マトリクス ····················· マトリクス昇給ガイドとバンドの登録と管理 

４．グラフィック ··················· プロット図の出力 

５．昇給管理 ······················· 本年度の昇給入力と年度更新 

６．ヘルプ ························· 操作説明とご利用案内 

 

２．スピードボタンは画面左端から順に、以下の１６個です。 
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１．新規プロジェクト（企業）登録 

２．プロジェクト（企業）を開く 

３．プロジェクト（企業）を閉じる 

４．プロジェクト（企業）の登録内容を変更する 

５．基本設定フォームを開く 

６．就労形態＆賃金構成の登録フォームを開く 

７．社員マスタフォームを開く 

８．マトリクス ID 登録フォームを開く 

９．バンド作成のフォームを開く 

１０．プロット画面のコントロールフォームを開く 

１１．回帰分析のコントロールフォームを開く 

１２．生計費と比較するコントロールフォームを開く 

１３．モデル賃金と比較するコントロールフォームを開く 

１４．昇給設計フォームを開く 

１５．昇給入力フォームを開く 

１６．ＨＥＬＰフォームを開く 

第Ⅰ章 プロジェクト  

 

【省略】抄本に付き本章は一部省略しています。 

 

１：プロジェクトに関するメニュー 

 

 

主にプロジェクト＝企業に関する情報を入力する画面のメニューが並ん

でいます。 

このセクションのメニューは以下の 13 個があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．新規作成 ························································· プロジェクト（企業）を新規に登録する。 

２．開く ··································································· 登録した企業を呼び込む。 

３．閉じる ······························································ アクティブな企業を閉じる。 
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４．変更 ··································································· 登録した企業の設定を変更する。 

５．削除 ··································································· 登録した企業を削除する。 

６．基本設定 ························································· 企業の詳細な設定を管理する。 

７．就労形態 ························································· 社員の就労形態と賃金構成を登録する。 

８．プリンタ設定 ················································ 接続プリンタの印刷設定をする。 

９．社員情報取り込み ······································ 外部ファイルからデータを取り込む。 

10．社員マスタ出力 ··········································· 社員情報の外部ファイルを形成する。 

11．データベース圧縮 ······································ データファイルの肥大化を防止する。 

12．ライセンス登録 ··········································· アプリケーションのライセンスを登録する。 

13．終了 ··································································· アプリケーションを終了する。 
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１－７．就労形態の登録 

 メニューバー：プロジェクト⇒就労形態 

 【画面 1-7 就労形態＆賃金構成の登録】 

＜作業の目的＞ 

原則として、就労形態と賃金体系を 1 対 1

対応させて、社員を管理します。 

社員はここで登録された ID を選択し、 

その結果が社員検索のカテゴリからマト

リクス昇給まで、多岐に亘り反映されま

す。 

＜作業手順＞ 

1) フォームを開くと登録モードになっ

ているので、先ず「ID」に半角数字を入力

します。 

2)「就労形態名称」の入力は任意です。 

3)「賃金形態名称」は必須です。 

4)「基本給項目」と「手当項目」を 

入力します。 

5) 最後に［登録］ボタンを押して、 

フォームを閉じます。 

 

 

 

 第Ⅱ章 データ入力  

 

【省略】抄本に付き本章は一部省略しています。 

 

２：データ入力関係のメニュー 

社員情報と比較資料の登録をするセクションです。 

このセクションには以下５個のメニューがあります。 

 

 

 

 

 

２－１．社員 登録 ······························································ 社員の人事・賃金データ登録 

２－２．社員 レポート ···················································· 賃金関係のレポート出力 

2-2-1 グループ別社員賃金レポート 

2-2-2 グループ別社員昇給レポート 

編集するとき
はリストから
選択します 
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２－３．生計費 登録 ························································· 生計費の登録と編集 

２－４．モデルデータ 登録 ·········································· モデル賃金説明解説の登録と編集 

２－５．モデル賃金 登録 ··············································· モデル賃金データの登録と編集 

 

２－１．社員データの登録 

メニューバー：データ入力⇒社員 登録 

【画面 2-1-1 社員データの入力画面】 

 

＜パネル① 基本情報＞  

1) 登録済みの社員データを一部修正したいとき⇒ 

上書きして修正後に［修正］ボタンをクリック 

2) 登録済みの社員データを削除したいとき⇒［削除］ボタンをクリック 

3) 新たに社員データを登録したいとき⇒［キャンセル］ボタンをクリックすると 

追加登録モードになりますので、先ず「社員コード」を入力してください。 

他の情報を登録後に［登録］ボタンを押して確定します。 

 

【ご注意】 

１．フォームの黄色ラベルは必須の入力データです。 

２．社員データの新規登録時には、先ず「社員コード」を入力してください。 

３．本書 p46の「６－３評価の変換」を手本にして、評価登録を済ませてください。 

４．次のパネルで賃金登録する前に、安全のため一旦［登録］ボタンで確定しましょう。 
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 ＜パネル② 賃金情報＞ 

【画面 2-1-3 賃金情報の入力画面】 

 

1) 着色されていない、白い Text Boxに入力します。 

2) ［マトリクス］のラジオボタンで、どの賃金項目にマトリクス昇給ガイドをリンクさせるか、 

選択します。選択は任意です。マトリクス昇給ガイドに連結しない社員は、選択する必要がありま

せん。 

【ご注意】 

このパネルで賃金登録する前に、氏名、生年月日等の基礎データを確定しておきます。 

 ＜パネル③ マトリクス＞ 

【ここがポイント】 

リストの「バンド」と「役割評価」は、 

マトリクス昇給ガイド適用者だけ入力します。 

適用者とは、パネル②でマトリクスを選択している 

社員です。 

 

最後に［閉じる］ボタンを押して終了します。 

 

 

 

 

 1) プロットマークの範囲を選択します。 

2) 等級の範囲を選択します。 

3) 就労形態（賃金体系）の範囲を選択します。 

 4) ［印刷］ボタンを押すとプリビュー画面になります。 

 5) 印刷するときは、プリビュー画面で再度［印刷］ボタンを押します。 

 6) 画面 2-2-1に戻り、［閉じる］ボタンで終了します。 
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 第Ⅲ章 マトリクス  

 

３．マトリクス関係のメニュー 

 

マトリクス昇給ガイドで昇給管理する 

ためのセクションです。 

マトリクスを使用しない企業には、 

設定不要のセクションです。 

このセクションには以下のメニューがあ

ります。 

 

 

３－１．マトリクス ID ·································································· 複数以上のマトリクスを管理する 

３－２．役割評価············································································· マトリクス適用者専用の評価段階 

３－３．マトリクス作成 ······························································ 昇給率を入力してマトリクスを完成する 

３－４．バンド名称登録 ······························································ マトリクス適用者専用の等級名称 

３－５．バンド作成 ········································································ 等級にレンジを設定してバンドを完成する 

３－６．バンド分析グラフ ························································· 作成したバンドをグラフで分析する 

３－７．グループ別マトリクス昇給レポート ·················· マトリクス適用者専用のレポート 

 

３－１．マトリクス ID の登録 

メニューバー：マトリクス⇒マトリクス ID 

＜作業の目的＞ 本アプリケーションは複数以上のマトリクス昇給ガイドを運用します。 

もちろん単一のマトリクスでも運用に支障はありません。 

 

 ＜作業手順＞ 

 1)フォームを開くと登録モードになっているので、先ず「ID」に半角数字を入力します。 

 2)「名称」を入力します。 

 3)☆「定義」を入力します。 

4)「ゾーン数」は 3 から 5 の半角で。 
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３－２．役割評価の登録 

メニューバー：マトリクス⇒役割評価 

＜作業の目的＞ 

マトリクス昇給ガイド適用者には役割評価で査定して昇給運用し

ます。 

<入力のコツ> 

フォームを開くと既に５段階評価が登録されていますので、 

このまま使用できます。 

７段階に変更、または評価記号を変更可能です。 

変更後に［登録］ボタンを押して閉じます。 

 

 

３－３．マトリクス作成 

メニューバー：マトリクス⇒マトリクス作成 

【画面 3-3-1】 

＜作業の目的＞ 

3-1 で登録したマトリクスを完成して、「マトリク

ス昇給ガイド」に仕上げます。 

＜入力手順＞ 

1) Combo Box から 4-1 で登録した ID を選択しま

す。 

 【画面 3-3-2】 

2) 画面 3-3-2 のセル

に半角数値を入力し、

表を完成します。 

3) 最後に［登録］ボ

タンを押して画面を閉

じます。 
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３－４．バンド名称登録 

メニューバー：マトリクス⇒バンド名称登録 

【画面 3-4-1】 

  

＜作業の目的＞ 

 バンド≒役割等級の IDと名称を登録し、マトリクスを選択します。 

 ２個以上のマトリクスで昇給運用できるシステムですから、 

 役割等級に対応したマトリクスを設定できます。 

 ＜入力手順＞ 

 1) Text Box「バンド ID」に半角数値 

 2) Text Box「バンド名称」 

 3)☆Text Box「定義」 

 4) Combo Box「マトリクス」から選択します。 

 

３－５．バンドの作成 

メニューバー：マトリクス⇒バンド作成 

＜パネル① 「基本設定」の操作手順＞ 

1) ☆「タイトル」を入力します。 

2) 「丸め方」を選択します。 

 

＜パネル② 「バンド作成」の操作手順＞ 

1) 半角数値で「基準金額」を入力します。 

2) 同様に「下限」と「上限」を入力します。 

3) 水色のテキストボックスが計算されていることを確認します。 
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【画面 3-5-1】 

 

 

＜パネル③ 「ゾーン作成」の操作手順＞ 

 金額は各ゾーン区間が均等になるように自動的に計算されます。 

 いわゆる非対称型のゾーン区間を設定するときは、Text Boxに上書き入力します。 

【画面 3-5-2】 

 



 13 

 ＜ゾーン区画の確認＞ 

【画面 3-5-3】 

 

 画面 3-5-1で［バンド明細］ボタンをクリックして、バンド毎のゾーン区画を確認します。 

 上図で［コピー］ボタンを押すと、他のアプリケーションに貼り付けできます。 
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３－６．バンド分析グラフ 

メニューバー：マトリクス⇒バンド分析グラフ  

＜バンドをグラフで確認＞ 

【画面 3-6】 

 

 画面 3-5-1で［バンドグラフ］ボタンをクリックして、バンドの設定を確認します。 

 上図で［コピー］ボタンを押すと、他のアプリケーションに貼り付けできます。 

 

 

 第Ⅵ章 昇給管理  

 

６：昇給管理に関するメニュー 

 基本給と諸手当の昇給を決定するセクションです。 

 

このセクションには以下の３個のメニューがあります。 
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６－１．昇給管理 入力 ································· 本年度の昇給を入力します 

６－２．年度更新 ················································ 本年度の昇給結果を翌年度に繰り越します 

６－３．評価の変換 ··········································· 評価結果で何号俸変化するかを設定します 

 

６－１．昇給管理 入力 

メニューバー：昇給管理⇒昇給管理 入力 

【画面 6-1-1 昇給管理フォームのパネル①】 
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＜フォームの操作説明＞ 

1) ☆リスト「総合評価」を確認し、必要なら正しい評価を選択します。 

 既に frm 社員データで入力した評価を上書き変更できます。 

 2) ☆チェック BOX「昇格する」に該当する時はチェツクします。 

 真上の Text Box「滞留年数」を参照して判断します。 

3) ☆以上の操作を終えますと、一旦［登録］ボタンで確定します。 【図 6-1-2 評価と昇号数】 

 4) ☆［標語］ボタンをクリックすると図 6-1-2 で 

昇号数を確認できます。 

【ご注意】 

本バージョンでは賃金表と連結しませんので、以上の操

作は全てスキップ可能です。 

 

 

 

＜パネル「マトリクス」の操作説明＞ 

1) 左列のバンドと評価を参照しながら、 

2) 右列の Combo Box で新しいバンドと評価を選択します。 

3) 新しいゾーンと昇給率が表示されます。 

【図 6-1-3 マトリクス昇給のパネル】 

 

【ご注意】マトリクス昇給ガイドを適用する社員だけが対象になります。
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＜パネル「昇給管理」の操作説明＞ 

【画面 6-1-3 昇給管理のパネル】 

 

1) 本例では、「年齢給」は昇給しませんので Up の Text Box は「0」のままです。 

 2) 「職能給」は 1 号俸昇給した結果として、「2,100 円」昇給されています。 

 3) 本例では諸手当は昇給しませんので、スキップします。 

昇給前の Text Box を上書き入力しなければ昇給されません。 

 4) 以上の操作を終えますと、一旦［登録］ボタンで確定します。 

 入力しなかったときは確定する必要ありません。 

【操作のポイント】白い Text Box は変更入力可能です。 

６－３．評価の変換 

メニューバー：昇給管理⇒評価の変換 

【画面 6-3 評価の変換フォーム】 

このフォームの操作説明 

1) 「評価コード」に半角数字で連番を 

入力します。 

 2) 自社の「評価記号」を入力します。 

本例は５段階ですが、何段階でも設定 

できます。 

 3) ［昇号数］に半角数字を入力します。 

 4) 以上の操作を終えますと、 

［登録］ボタン で確定します。 

 5) 最後に［閉じる］ボタンで終了します。 

【ご注意】 

評価記号のテキストは任意です。 

新しい行に入力するときは［Enter］を押して

ください。                                    以下余白 


